
「酸化還元と ORP値」 

～身体に良いか悪いか判断できる数値があります～ 

 

この食事を取ると身体が元気になる、この服を身につけると身体が元気になる、この空間にいると体が

元気になる。私達は自分の身体に良いものか否かを考えて衣食住のことを決めることが多いですね。 

 

この野菜はビタミン〇〇が沢山入っているから身体に良い、この服は天然素材で出来ているから身体

に優しい、この空間はマイナスイオンで満ちているから身体に良いなどと判断するのですが、基準が沢

山あって判断に困ることもありますね。中には本当に身体に良いかどうか分かりにくいものもあります。 

 

実は、身体に良いか悪いかを測定できる統一基準があるのです。数値で見える化するので、良いか悪い

か一目瞭然です。その値は ORP（酸化還元電位）値というものです。 

 

ORP値で分かることは、「食べ物や肌につけるものが身体に良いものかどうか」ということです。身体

に良いかどうかは、食べたり身につけたりの行為の前後で身体が酸化するのか還元するのかで測定しま

す。活性酸素によって身体が疲れて老いていくことは「酸化」といい、逆に無農薬野菜を食べたり、美味

しい空気を吸ったりすることで疲れが取れて体調が整うようなことを「還元」といいます。身体の酸化を

遅らせるのは抗酸化、体調を良くしていくのが還元です。アンチエイジングには両方の意味が含まれる

ようですね。 

 

ORP値の測定は体内の電子の動きを唾液で測定します。測定値がプラス方向に動くと酸化、マイナス

方向に動くと還元です。つまり、身体に取り入れたときに、マイナス（還元）方向に動くものを積極的に

摂取することで体調を整えることが出来るのです。身体が長期間、酸化状態になると最終的には病気に

なってしまいます。ゆえに、酸化するものを極力避け、還元するものを取ることは健康の秘訣なのです。

身体に取り入れるべきものか否かを可視化したのが ORP値なのです。 

 

通常の生活においては、+40という数字が健康か否かの境目となります。40を超える数値が長期間続

くようだと高い割合で病気になってしまいます。積極的に還元の数値が出る食べ物を採り、還元力のあ

る環境の中に身をおいて数値を下げるよう努める必要があります。（図参照） 

 

ORP値の考え方はかなり以前からあったのですが、その計測は非常に難しいものでした。しかし、2011

年、日本 ORP測定検証協会が製作した、唾液による簡易測定器の発明で測定はとても簡単なものとなり

ました。日本 ORP測定検証協会によりますと、今後は身の回りのあらゆることが「身体を喜ばせるか否

か」、つまり還元力の有無を基準として消費者に選択されるようになると予想しています。 

 

 

 



 


